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お問合せ：根岸地域ケアプラザ 751-4801 坂井まで

毎週水曜日 高齢世帯に手作り弁当を届けています

「根岸地区 愛のお弁当」の活動は 25 年以上になりま

した。調理担当のボランティアの皆さんが手作りした栄

養満点のお弁当を、配達を担当するボランティアの皆

さんが必要な方のご自宅までお届けしています。

皆さんが楽しみに待っていて下さることが、ボランテ

ィアの皆さんの喜び、元気の素だそうです。

1 食５００円、毎週水曜日にお届けしています。

お品書き付きの弁当    コロナ禍、密を避けて調理

ちょこっと地域情報 根岸地区

愛のお弁当

                 毎月第３水曜日

                         15：20～17：00

                          多目的室で開催

根岸地域ケアプラザのこども支援

の話し合いの場から立ち上がった

「ねぎし子どもとまり木会」は

令和３年度より、根岸地区社協の

こども事業として活動しています。

今回、これまでの作品を区民ホールに展示することにな

りました。ぜひ、足を運んでご覧ください。

もっとみんなと

繋がりたい！

ねぎし

子どもとまり木会

＜作品展示会のお知らせ＞
日時： 令和 4 年 1 月 7 日(金)15：00～

       1 月 12 日(水)10：00 まで

場所： 磯子区総合庁舎（区役所） １階

区民ホールギャラリー(展示ケース)

内容： 子どもたちの作品と活動の紹介

リフト入浴研修メニュー紹介

鮭の

ちゃんちゃん焼き

北海道名物、鮭の

ちゃんちゃん焼き

です。人気の鮭と

柔らかい野菜が

とても合うと、好評

の一品です。

特製ロールキャベツ

挽肉と玉ねぎ人参

の他に、豆腐屋さん

の豆腐が入った

オリジナルメニュ

ーです。
横浜市根岸地域ケアプラザへのご意見、ご要望、お気づきの事、改善して欲しい事

などお伝えください。館内設置のご意見箱またはＱＲコードをご利用下さい。

デイサービスの風景いろいろ

ご利用者様が安心・安全に入浴を楽しんで

頂ける様に今回はリフト浴の研修を行いました。

これから一段と寒くなります。

身体の芯から温まりリラックス

できる様にスタッフ一同、

改めて操作の確認を行いました。

今回の季節の貼り絵のテーマは「紅葉」

貼り絵は折り紙を小さくちぎって貼るの

で、指先を動かす良い機会にもなります。

皆さんが一生懸命作った赤や黄色の銀杏

やカエデがデイルームの壁を彩っていま

す。

今月の新しいレクリエーショ

ンは「玉入れ」でした。新聞紙を

丸めて、かごに投げ入れて得点を

競うゲームです。

見事にかごに入ると、皆さん声を

上げて喜ばれていました。 12 月にはクリスマス

ツリーを飾り、記念

写真も撮りました。

こんにちは磯子地区グループホームです。晩秋の風が冷たく感じられる頃、2022 年をどのように迎えているかを

考えながら新年号を執筆しています。今回は黒岩祐治神奈川県知事が発表した「当事者目線の障がい福祉実現宣言」に

ついて触れたいと思います。あの津久井やまゆり園での痛ましい事件から5年半が経過しました。こんちでも、

あのような事件を風化させず教訓を得るようにするには、社会の障害者に対する意識を変えていく事が重要であると書

きました。県知事もこのように表現しています。「私たちはこれまでの障がい福祉のあり方を根本的に見直し、当事者

目線の障がい福祉に大転換する事を誓います」と。安全の為と言う理由で拘束等をしていた行為は虐待であり、「虐待

は絶対に許される事ではありません。（障がいのある方は）自分の気持ちをうまく表せないだけかもしれません。（中略）

そこに全身全霊で耳を傾け、思いを受け止め、工夫をしながらサポートします」とあります。その通りだと思います。

宣言に至る経過・背景と言うものも示されました。その中で、「かつての津久井やまゆり園では、

不適切な支援が行われていた事が明るみに出ました。それはやまゆり園だけの事ではなく、他の施設でも行われており、

それを所管する神奈川県も認識が不足していた」と振り返っています。私たち支援スタッフも「利用者の為に」と言う

言葉を盾に、利用者の管理者となっていなかったかと思わされます。障害福祉に関わらない人の認識も、

施設職員は障害者の安全を管理する立場と捉えていた面もあるのではないでしょうか。それが当たり前と言う

支援者目線の福祉から、本人の可能性を最大限引き出す障がい当事者の目線に立った支援を行うべきであると言ってい

ます。しかし現場で働く職員は「そうは言ってもやむを得ない場合もある」と嘆いています。行動を抑制しなければ成

り立たない職員体制と言う課題もあります。一人一人に寄り添う丁寧な支援は行われるべきです。しかしそれが実現し

にくい環境であるならばそこにメスを入れて、障害当事者も支援者（職員）も輝けるような社会構造に変えなければ、

活きた宣言にはなりません。輝かしい未来への期待を込めて新年を迎えたいと思います。

本年もご利用者様・ご家族様が笑顔になって頂けるような

デイサービスを目指して職員一同、取り組んでいきたいと思います。


